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平成16年度 (2004) (9 J羽生)単位数2
日15年度とi奇様
( ]・ 2年次生は71¥回受業だが3年次生は6限J受業)














平成25年度 (2013) (18 Jlj生)単位数3 (1再主位増)、
木曜の 2~41浪に実;jÍlio新教育課程で 3 学4手揃う
生徒の卒業研究テーマは系列に関係ある形に戻す
筑坂アワードあり。本校の総合学科研究大会で、は 1
























































































































































































(3) 中間報告書~ (5 0点)




に付き 1点を IA (1)平常点 (20 点)Jから減点する
2 学~~j
1学jgJjに準じて




(3) 報告書~ (レポート)提出 (50 点)









1 学持~ (4・5・6月) 35% 
2学坊j(7・8・9月十 10・11月) 50% 
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@ 筑波大学1I付属坂戸高等学校 (2000)(2003) (2011) 
「ガイタοンスブックJ
{資料①〕取りゑ1みの流れ(年間計画)




1月 10日 オて 宇旦I壬宇旨主導E① 二き~l'木み謀是塁[Q]1段、テーマ設定lこ関する個別面談、そ
の 1也のヨ三7走1d. ) .¥ンsコン宣言-!2J芸委主主等号Fで十青手段斗叉多長
〈総合的な字習の 8寺間:学年一一音指導〉アンケート吉田
1月 128 ゴ二 亭:奇科医寿主:・ 査、フィールドワーク、情手段検索の技法|こっ1，."，て言見
日l弓・ 3貫主豆
1 月 2斗臼 オて 十旦f壬十旨主導芯 構想、二発表会用のレジュ〆 (A.4タテ 1枚、戸斤万三フォーム〉
昌己ネ行、 言見B_.，弓
〈総合的な字習の時間:学年一首指導〉ブレゼンテー
1月 2t;5日 ゴ二 事前指導号:・ ションの七支;去、言向コての筈ZFぎア3"1ごついて吉見B，.尽モヨト芋斗目
き学_..'._，..-の事前説明
1月 :31 8 オて 担任指導③ :構想が決まった生?走力、ら構想発表会の準1楕でレジュ
〆発表問ppt1乍 j成へ
2月 f日 オて 苓事局リヂ旨さ幕〈玄) :7 レゼンァーションの技f相;::-:JI._-'， ーで説8月
ク.弓クEi臼 オて 全日f壬宇旨挙手(4::・ l'昌男1]田談、構?開発表会活1庸
:ゴ月ブ巴 オて 弓~丹 'J 宇旨主導ζむ (~原り σコ SHR) :構想、発表企のき手記田1;二Eいてj重忠告
〈登校巴〉構~~.発表会のレジュメ・ P仁Jt提出〈生?走用
3 月 12己 司〆-ノ.1.除J、F 事前指導③ サーパ|こ各自ロク.インし、ファイ jレ名「組醤氏名Jで各
担当者ことのつォパノタ"1こー保存
ヂーマ一覧表を'1'乍成、各発表会士暴ことはンaートーし、レ
3月 1:3日 フJく く孝安:買による之整f.l青〉 ジ.ユ二日?の 1主うう，'1ナ-E:fJ昂1.当三?走喜平l'面票実E:fJ用Ij、多老若是主言士嘉三空1'.1庸 (p(~. ブ口ジェクタ・スクリーン・ベ~ )レ-ストンブォッ
チ・当三?圭穿老若ミデーヲ〉
:ゴ月 16己 ゴニ 存主~;';l.多毛雲を手と 各科目群~.ハ :=9学場で発表、発表・質疑各 3分、
斗月8 日 弓三石F干霊芸員話~(孝女員〉 担当者・..'古動場所の確言忍年間言十冨を職員会議へ提
ヨミ
学習白樺の石韮言忍各学期のスケジュール 1く提出レ
浅草1[Q] 斗月 1:3日 オて 213艮刀.イタ.ンヌ ボートのキ帝七立杉芝妻女72と")、言平l'匝ア3"iIi十と夫見主主主〈直己，母、〉、評イ西アップのコツ¥卒研霊雲員の仕事、各王L庄の i舌動士嘉
f3.Ff1;'=.i了ど吉見B_.弓
第ク庄司 5月 1 臼 ァJく オて日酎受業
5月夕日 オて
友幸3庄司 5月 9 日 フ宇て
|第斗回 5月 16日 オて
i 議号C5庄司 5月ク:ゴ日 オて
! 浅草6[Q] 5月 3C)日 オて
|:第ブ回
中間発表会へ向iナア;づっ-イター ンλ 、山花とレジュ〆提出
6 月白日 オて 1 :.::うて締切〈報告書5枚以上提出〉 主主守主賢言見日月、 ヨ三千走ヰ三石汗委委員。::::'i:定菩l出産主宏、 日主主査""""}'"ブコまで
の巴程確言忍
l 議事:3[Q] 6月 1:3巴 オて;掃9回 6月クO 臼 オて
主著10庄司 6月クブ臼 オて 中 F田守穿主君を手p 発表4分、費凝っ分、分野Fき1]:9-:::-場
議事11 [Q] 7 月 4 巴 オて 成諸問個別006炎 1学期口二i成緒1:= -:;'1.. "，て教員;. ~当三?走力1 寺田互確言忍
j 月 16日成箱入力
!第12回 !=:t弓5日 オて .:::.._.・:犬再帝-{;:勺<*限会子主季15オ女1:.-'._と守塁社主下 金t~主説8月〈報告書提出方法、評イ西方針、今後の白程、パソコン室使用マナー等iごついて確言忍〉
議 1~寸ロ 9 月 1・7・B オて
i第14回 9月 19日 オて 孝交問主主E石汗委""田ー言~(臼手呈石室言忍、 多老若を言引・一向JITT~主主1'j筒、生 f走の状;.兄報告など〉
築事15 [Q] 9月ク6 臼 オて
1.第 16回 1 0 . 弓3 日 オて ヒi;.欠怖切〈報告書2ζIオロ:.1.;ソーと提出〉
京苓17 [Q] 10月 10臼 オて ;てな限、三三石H手三玉貝主主~(当三?走も〉
!:揖18ロ 10月ク斗臼 オて 213.畏宅?自的室 ppし，.-:_..:;ュメ提出
10月 3()臼 ァJ丈 卒研委主回ー争〈生?走含〉
京弓1!:J [Q] 1 ()月 31 日 オて 三F.石H穿在三受τギと 1 ・少主手三委~董毘 主主E石汗シート;麗し・ 1'~ド問委宮
表苓20匡ヨ 1 1月 7 臼 オて 賞受詰冬寺高20干支l..::• .I.ーヒ 教員卒研会貝会〈日程確認、子年発表会・研究大云1，-向JIナて主主主1扇¥主主千走のヰ犬?兄手f7告ぎなど")
l 議事ク1[Q] 1 1月 1ヰ臼 オて 成諸問イ密月IJ回談
;第ヲク[Q] 1 1 J弓ク1 日 オて
1 1 月づいフ日 重z つ十期成績令議
奈号Eク3[Q] 1 :フ月5日 オて 主主石F干3今さ其射つ.イタ.ンス (LHR)
1 2月 11臼 7}く 今竺勾三多老若を呼出jJ¥ーサ jレ ヨ三千走玉三石J汗妥き間〈宇ー主義l'ー乍.6:史、 j重苦t~在fJ藷〉
湾事24庄司 12月 12日 オて 学年発表会〈代表13名〉
コ〆ントシート〈芋自主Z喜平tifi書室〉ごXこ守実 (LHR)~言平イ話人、力、
tて表発表者I均三E
資苓・ノ5[Q] 1ク月 19 日 オて 示窓じ戸、三判明ファイ)レ l'乍万立く J べ jレ1"乍民z.員占，. ) l'寸lナ〉
会事ク6[Q] 1月 98 オて
1 J弓 16 巴 オて
ヒー京J及今吋交i量づーi」向JIナアこ2主f庸、手辰吉:i芸書0::'-:;jフツシュアッ
ブ〈フィー)[....・ドワー ワ含む〉
選苓28庄司 1 月 23臼 オて 成鴻用個別[宣言炎
J二*-及等合平交j藍今t:1・一声JIナア;ニ主主主{語、 幸侵告言書~(."'C17'5ツ士/ユアッ
ブ〈フィー jレドワーク含む〉
ク月 f臼 盆王 研究大宮1))、ーサ jレ①
フ月 1:弓日 オて 石3干予モフ叱4ミ::-1). . サブ .1 [.. ，:2)・















































































































ソー ラー うジコンカー を作る ~々が学ぶべきフィリピン話持~自設の雪景から考える~
蒸気後積率を鋒淫する 女性の欲しがる洗翠穫のデザイン斜作~呂本の家電業界!こ革命を!-
















ス安ー リングエンジンの発電 CDはどうしたら売れるのか~人気アー ティストから学ぶ~
2fiの速度をたたき出す 1-ラジコンの陸雰~ ホー ムヲイブアイスの売上アップを考える


















































































































































































































































いった行-cn:に、:ぜJ泣する 11Ul として I~nわっていました。その11寺は、
i: Iこ「受け身j で、先生の指示を待っている状態でしたが、今回
は1'1分の仕事を!とlらJlliんで探すことができました。筑J1記ー で、の生活
で「人に伝えるJI人をまとめるJ力をつけているということを、
今回卒業研究委員長を務めたことにより改めて強く実感しました。
正直言って、 l(-:iJf委員としての活動は大変で、した。それは委員長
だったからではなく、ほかの委員の人も A緒だったと思います。
ほかの 3年生が休みの中、学校に登校して活動したり、リハーサ
ルで、は夜遅くまで寒い体育館に残って準備をしたり、機械を運ん
だりする重労働がある人もいました。発表者の方も夜遅くまでj京
J高の1士一正をしていました。このように多くの人たちが発表会の成
功に向けて努力する姿を見て、在、も気を引き締めて最後までやり
きることができました。卒業研究に求められることとは、内容の
濃さ、努力、意義、そしてテーマのオリジナノレ性の 4つなのでは
ないかと私は思います。たとえば、年に数回レポートの提出があ
りますが、ただ枚数をこなせばいいのではなく、それ相応の内容
を求められます。そんな内容のレポートを書くにはもちろん努力
が必要です。また、内容が濃いといっても「これについて調べて
何の意義があるのかJということが明J准でないとなかなか担当の
先生を納得させることができません。そして最終的には、その研
究テーマに自分らしさ、個性が出ているかというのが、 160人い
る中から代表者として選ばれるかどうかの条件になってくるので
す。今回の研究大会で発表された 6人の代表者の方々は、それら
の点を先生方に認められた方々です。研究大会までに何度も 6人
の発表を開きましたが、内容だけでなく発表の仕方、つまりは伝
え方も素1青らしいものでした。順位をつけるのがもったいないと
思うくらいでした。委員長として関わったことで、先生がいない
中作業の進行状況を杷握して指示を出すなど、視野を広く持つこ
とを覚え、この発表会で、また自分に力をつけることができました。
このような素晴らしい機会に、卒業研究委員長として関われたこ
とを、心から嬉しく思います。(生徒卒研委員長)
襲撃夜、は将来グラブイツクデザイナーになりたいと考えていたこと
から、テーマを『ポスター広告のデザイン』とし、 1年間卒業研
究を行ってきました。最初はただ漠然とポスター広告のデザイン
にはどんな工夫がされているのか知りたいと思って研究に取り掛
かりましたが、研究を進めていくうちに研究テーマの絞り込み・
目的を明確にすることの霊安性を改めて感じました。デザインの
離類や工夫、構成要素などを調べても、それを知ったうえでどう
活用し、ど、んな効果が得られるのか、研究の半ばで I~I 分が知りた
いと思った内容(目的)を見つけ、最後まで調べあげることがで
きなかったからです。また、調査計画もとても大切でした。施設
への訪問やインタピコー一、文献・インターネットでの資料の収集
など調査手段は沢11ありますが、積HZI'I<]に・早めに行1fUJに移さな
ければもし情報が得ら才しなかったとき、次の手j去の準備をしなけ
ればならなかったヵ、らです。終わってから思うことは、最終的な
研究存在巣をよijオーためにはテーマの絞り込みや目的の明確化、計画
性といった研究に取り掛かる前の段階を雑にせず、じっくり考え
て周りの人とも相談して設定していくことが大切だということで
す。卒業研究は普段のJ受業のように先生方から教わるのではなく
I~I 分で、決めたテーマを自分で調べていきます。 ほかの授業の課題
や入試などとも重なったり、情報が思うように集まらず進まなか
ったり、大変なことは沢山ありました。しかし卒業研究は進学や
就職にアピールで、きるものにもなります。またテーマの発見・絞
り込みから計画、調べ方、レポートの書き方、発表の仕方など、
これから社会に出る中で必要なことを身に付けることができたと
忠います。今回の自分の1UF究で、何が足りなかったのか気づ、くこ
とができたので反省点を見直して次に活かしていきたいです。 (3
年女子)
豊富私はj脊玉県南部の古農具の調査をしました。きっかけは地元の
農業の歴史に興味があり、その中でも資料館で見た古い農兵に関
心を持ったことです。地域ごとにどんな農具ーがあって、どのよう
に使われていたのかを知ることを目的に、調査は主に文献と歴史
民俗資料館で行いました。調査を進めていく仁ドで私は、わくわく
と、好奇心で、動いているような感覚が味わえたので、はなし¥かと思
し九ます。例えば、まず古い農具の名前と形をだいたい覚えようと
図書館で市IHTi寸の調査資料を見ました。白黒写真だけで見て、こ
の形は何だ、どのように使うのだ、などと頭の中でわくわくしな
がら、歴史民俗資料館に行って実物を見て、触れさせていただき
ました。実際に使ってみることはできなかったが、感覚として頭
に残ったと思います。今までは調べものといってもネット検索の
み、本-IlH、新聞 1!:J読む、それだけだ、ったと思います。それは
宿題や課題なのでやらなくてはいけないとし 1う意識で、行っていた
がための、楽に済すための行動で、した。過去の先輩の話から、卒
研の訪18べ学習は好きなことをできるし、進路にもつながりので楽
しいということはたびたび開いていましたが、やっと少しわかっ
たような気がします。 同時に、ただ調べているだけではレポート
にならないことも感じました。調査の約]年の間に、目的がころ
ころ変わったり、何を調べているのかわからなくなったりしまし
た。自分は調査をしているぞ、という初めての気持ちの良い感覚
だけに酔っていました。卒業研究のガイダンスでは、社会で必要
ー?? ?
とされる問題発見能力と解決力を養う科目であると聞きました。
当たり前のことですが、目的があってそれを解決するために調査
するわけで、あって、ただ古い農具の資料を読んだ、資料館に行っ
て農具を見ただけでは、それだけに終わってしまうことを身をも
って感じました。例えば、古ミーはそのj也j或のこi二、作物、その時
史に大きく関係していました。主だけでなく、それを作る日!r鍛
冶という般人はとても農具と繋がりが強く、これらの関連する事
例についても視野を広くして何度ーも調査するべきでした。このよ
うに考え、最終IV']には古炭具の地JjJと1':1:調査という目的ができてき
ました。結果はまとまらないものとなってしまいましたが、卒業
研究を通して見つけた諜題は今後の進学先で、も役に立てていきた
いです。 1:=分がやっていて少しでもわくわくできるような調査研
究をできたらいいなと思います。 (3年男子)
護霊私は fLEDを利用した舞台照明についてJをテーマに卒業研究
を進めていた。このテーマに決めた翌日Ij~ は、私が演劇というもの
に関わっていて、演劇をテーマにしたら面白い1IJF究がで、きるので
はないかと考えたからである。程、が卒業研究について意識し始め
たのは二年次の夏休みのころで、あり、このころから題材を探した
り、いろいろ作ったりもした。工学システム・情報科学科目R干の
生徒の卒業研究の場合、実験や製作を伴うことが多い。そのため、
それなりの時間が必姿とされる。できるだけ早い時期にどんな実
験を行うのか、どんなものを作るのか、どのように研究を進めて
いく泊、を明冊:にしておくことでよりj笑い研:究ができるとj患った。
また、研究内各はI\IT~を広けいす一ぎると内容が大きくなりすぎ、研究
が終わらなくなる。 具体的な抑f究内容も平めに決めるべきである
と忠った。布、の場合は二年次の学年末に行われた構想発表会のi時
点で、研究の内容について大方まとめて、どういった方向性で、研
究をJ進めていくのかを決め、簡単な実験なども行っていた。 研究
は大きく分けるとえ1猷調査、設計、製作、考察のIZElf刊に分けられ
る。文IYiki!i;J査と並行して設計、製作を行って結果:から考察をまと
めた。実I~むこ研究を行ってきて、実験や製作を行ってからでない
と分からないことは多い。)(献調査は後からでもできるが、実験
や製作についてまとめるにはそれらを一通り行っている必要があ
る。 よって、実験や製作は171めに行って結果をまとめ、文献調査
はそのあとにまとめるほうが良いかもしれないと思った。花、は夏
休みに製作を進めた。完成したと思っても後から問題点が発生し
た。設計のII~í'点で様々な場合を想定して作ったが、はやり実際に
やってみないと分からないということを思い知った。また、他人
にどうすればわかりやすく伝わるのかを考えることも大変だった。
特に、工業系の授業を受けていない人にわかりやすく説明するの
が難しかった。 1~1 分だけ理解しでも意i床がない。他人に伝え、出
解してもらうことで研究の意味がある。 卒業研究は約一年開通し
て行うのだから、 1~1 分の興味のあることで一年間研究できる内容
でなければならない。そのため、テーマ決めは非常'に重要で、ある。
自己満足でも構わないと思う。また、卒業研究はII~j:間が限られて
いる。つまり、先を見通して計断的に研究することが求められる。
総合学科の集大成で、ある卒業研究は、入学した1寺から始まってい
る。 11=j三次で、の産業社会と人1号、キャリアデザイン、二年次での総
合的な学習、そして、専門科目、これらの科目は卒業研究へとつ
ながっている。卒業研究は高校三年間を通して進めるものだと感
じた。(学年発表会発表者)
日行われた卒研発表会ーで舞台監をしていました。仕事はト
ラブノレが何もj包こらないようにすることだと思っています。ケガ
人が出ないこと、死人が出ないこと、火事にならないこと、等々
です。照明や音響を使うためトラブノレのリスクも高まります。で
も、私にはそうした物を扱う技術はありません。今回は会場設営、
照明、音響、カメラ、機材ーなどたくさんの人がスタップとして関
わっていました。それらがパラパラにならないように気を配るこ
とが担私、の{仕:ゴ土i仁ド:三玉事J'f.王で
のj級i政故人ぶりに驚かされますす一O みんなが自分の仕事をしっかりとす
るので、同時にいろんな動きがあって、夜、は頭が忙しかったです。
やっぱりチームワークというのはすごいものです。発表者には、
気持ら良く発表をして欲しいと思います。そもそもあの場で
オるということは、それだけ素晴らしい研究だと言えます。たく
さんの人に成果を見てもらいたい、評{ilしてもらいたいと考えて
いるでしょうから、我々スタップは、発表者が発表に集中できる
ような状況を作りたいです。ただ今回はミスも少しあり、これは
気をつけていかなけーればなりません。 じように舞台
盟友71雪をやったときに、まずはそのイベントの目的を考えなければ
いけないと教わったことがあります。全国から先生たちゃ研究者ー
たちが集まってくる、なんだか BIGなイベントである研究大会。
それ自体の目的は、生徒からしたらよくわからない部分が多いで
す。でも、その1::1の卒iVF発表会で私たち生徒に求められているこ
とは、いい発表をして、それをみんなで、聞き、質問]などをするこ
とだと忠います。この発表会が発表者の良い思い出となり、一、
二年生の今後に生きてくるようなものになっていたらいいなと思
し 1 ます。(生徒歩!f~台監督)
V皆調べたいことがしっかりしていて、世の中に役立てるような
ものが多かったと思し¥ました。またインタビューや実験も多く繰
り返していて、その結果から考察が出てきて吏に深めようという
考えがとても参考になりました。(参観した 1年女子)
マどの発表も興味深かった。初めて聞く話題も多く、先輩達を見
習いたい。リズムと無駄のないプレゼンテーションは魅力で、あっ
た。白分もあのような発表が出来るように頑張りたいと思う。そ
のためにも自分の好きな事だけでなく他のことにも目を向け、
色々な視点で考えていきたい。(参観した]年男子)
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